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午前９時２４分開会 

○委員長（上田 倫久） おはようございます。６分

ほど早いんですけれども、ただいまより委員会を始

めたいと思います。 

 委員長の挨拶ということで、この委員会のこと考

えてみました。私自身も議員にならさせていただき

まして一番最初の思いは、命を守るゾーンをつくっ

ていくんだということで今までやってきておりま

す。この委員会は、特に市民にとって命を守る、命

を救う大切な委員会でございます。気合いを入れて

頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。楽しく元気に前向きに、この言葉が大

変好きでございます。楽しく元気に前向きに取り組

んでいきたいと思います。よろしくお願いします。 

 続きまして、きょうはまずコウノトリ共生部、水

嶋部長より、本日の委員会を欠席する旨の申し出が

ありましたので、ご了承願います。先ほど出られる

ときに挨拶に来られました。 

 では、きょうはそれまで協議・報告事項でござい

ますが、それでは、３番の協議・報告事項に入りま

す。 

 現在、常任委員会、特別委員会から会議録を市議

会ホームページで公開しています。つきましては、

委員の皆さん、当局の皆さんにおかれましては、次

の２つの点にご留意願います。１つ目は、数字や年

月日などについて、言い間違いのないように正確に

お願いします。２つ目、個人情報や未確定事項など

について、不適切な発言がないように慎重を期して

ください。 

 本日は、特別委員会を開催するに当たり、正副委

員長と協議しました結果、（１）本庁・振興局の雪

害対策について、当局から説明を受け、質問があれ

ばお受けすることにします。次第書の順に進めます。

一括して説明を受け、その後、質問を受けたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 まず最初、当局の説明を求めます。 

 １番目、都市整備部建設課、お願いいたします。 

 どうぞ。 

○建設課参事（井垣 敬司） 豊岡市除雪計画につい

て説明させていただきます。 

 Ａ４、横向きの資料のほうをごらんください。１

枚めくっていただきまして、１ページをごらんくだ

さい。各地域の降雪状況です。豊岡地域の市街地は、

圧雪対応がなかなか困難な状況にありますととも

に、竹野地域南部の山間部、日高地域のスキー場周

辺、但東地域については、降雪が多いのが特徴と言

えるというふうに思っております。 

 済みません、さらにめくっていただいて、２ペー

ジをごらんください。２０１９年度除雪計画の概要

です。表の左から豊岡地域、城崎地域、竹野地域と、

以下、順に除雪の体制について示させていただいて

おりますが、右から３列目の２０１９年度の合計と

いうところを主に見てやっていただきたいと思い

ます。 

 まずは、車道除雪でございます。車道除雪の車両

の台数なんですが、直営７台、委託１４２台、合わ

せて１４９台を擁しておりまして、３段ほど下に下

がっていただいて、車道除雪延長とございます。そ

ちらの２０１９年度の欄を見ていただきますと、６

２９．８キロメートルに対応しておるというところ

です。 

 次に、歩道除雪でございます。また３段下がって

いただいて、歩道除雪台数というふうなことで、こ

ちらのほうも直営２台と委託２８台の３０台を擁

しまして、その下の欄ですね、歩道除雪延長の合計

が１１３．９キロメートルに対応しておるところで

す。ということで、先ほどの車道の延長６２９．８

キロメートルに、歩道の延長１１３．９キロメート

ルを加えまして、総延長が７４３．７キロメートル

の延長に対応しておるところです。 

 以下の欄につきましては、凍結防止剤の散布です

とか消雪装置の延長を示しておりますので、また後

ほどご清覧いただきたいと思います。 

 次に、３ページをごらんください。まず、左側に

今年度、２０１９年度の除雪体制を掲げさせていた

だいております。都市整備部全体の体制で対応して

おるところですが、各地域振興局からも２名ずつ情

報収集や電話対応等に当たっていただいておると
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ころです。 

 右側をごらんください。除雪期間ですが、これは

１２月１日から翌年の３月３１日までとなってご

ざいます。 

 除雪の出動基準です。各地点の午前３時の積雪深

が１０センチ以上で、今後さらに降雪が予想される

場合に出動すると定めております。 

 次に、業者の皆さんの待機基準です。毎日２１時

に発表されます民間気象情報サービスの予測で、翌

朝までに１０センチ以上の降雪が見込まれるとい

うふうに示された場合に、２２時から翌朝４時まで

待機するというふうにしております。 

 続きまして、４ページをごらんください。先ほど

申しました待機指示のエリアでございます。図面に

ありますとおり、ＡからＥまで５つに区分しており

ます。ざっとですけども、Ａエリアですね、こちら

については市街地と出石の北部、Ｂエリアについて

は日高東部と出石の西部、Ｃエリアについては城崎

地域と竹野北部、Ｄエリアについては竹野南部と日

高の西部、Ｅにつきましては出石の東部と但東地域

というふうなことで、主に分けさせていただいてお

ります。降雪の特性により分けましたエリアごとの

情報を、Ｅメールにて送信をしていただいていると

ころです。 

 ちょっとそれますけども、済みません、６ページ

を少し見てやっていただけますでしょうか。この左

のほうに、これスマホの画面なんですけども、こう

いうふうな状況で皆さんにＥメールを送信してお

るところでございます。 

 戻っていただいて、５ページをごらんください。

市の主な取り組みというふうなことで、５点ござい

ます。 

 まず、１つ目ですが、先ほど申しております。民

間気象情報サービスの提供を受け、市の地形、降雪

状況等を踏まえたエリア分けを行っているところ

です。 

 ２つ目です。エリアごとの降雪予測を委託業者に

提供することにより、まずはオペレーターさんなど

の作業員さんへの負担軽減を図ること。あわせまし

て、待機料の費用削減を図ることができるというふ

うに考えております。 

 ３つ目です。市保有機械の計画的な更新や増強及

びレンタル機械の借り上げなどにより、必要台数の

確保を行っています。 

 ４つ目です。国県道と市道の効率的な除雪が行え

るように、県土木事務所と協議を行いまして、路線

の交換など、より効率的な除雪に努めているところ

です。 

 ５つ目です。区または地域コミュニティ組織への

除雪機整備補助により、共助による除雪体制の強化

を図っています。 

 次に、６ページをごらんください。再三出てます

けれども、民間気象情報サービスの活用というふう

なことで、先ほど申し上げました取り組みの１つ目

と２つ目に当たろうかと思います。従前については、

気象庁発令の大雪警報及び大雪注意報が発令され

た際に待機というふうにしておりましたが、現在、

株式会社ウェザーニューズとの委託によりまして、

サービスを受けているところです。Ｅメールの送信

は１日２回で、１６時と２１時となってございます。

２１時の降雪予測で待機指示を行っておるところ

です。 

 先ほど見ていただきましたスマホの画面なんで

すけども、赤囲いをしております。Ａということで、

Ａエリアですね。豊岡市街地、出石北部というふう

なことで、その下、２行下がったところに、夜間総

降雪量２３．０センチメートルとございますが、こ

の数字が１０センチ以上の予報になった場合、待機

の指示というふうなことになってございます。 

 ７ページをごらんください。このサービスの活用

の効果というふうなところでございます。２０１７

年度の除雪です。警報と注意報が２１回発令されて

おります。右側を見ていただきまして、ＡからＥエ

リアまで５つのエリアがあるわけなんですけども、

こちらの平均が１２．２回というふうなことになり

まして、単純に言いますと、本来といいますか、２

１回待機となるべきところが１２．２回に削減でき

たというふうなことで、約７，４００万円の経費が
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削減できたというふうに試算をしております。 

 続きまして、２０１８年度です。同じく警報と注

意報が６回発令されておりますが、見ていただいた

とおりで、実際の待機はエリア平均で３．４回とい

うふうになってございまして、約２，１００万円の

経費が削減できたというふうに見込んでおります。 

 続きまして、８ページをごらんください。先ほど

申し上げました取り組みの５つ目になろうかと思

います。除雪機緊急整備事業補助金です。交付の目

的なんですけども、２行目から示してます。市道、

生活道路等の除雪を行うために購入される除雪機

について、その購入経費の一部を補助することによ

り、緊急的に整備を図り、もって地域の災害対応能

力を高め、地域住民が安全に安心して暮らせるまち

づくりに資することを目的とするとしています。 

 補助率ですが、除雪機１台につき補助対象経費の

３分の２以内を補助するというふうにしておりま

して、限度額がございます。１５０万円を限度とす

るというふうにしてございます。 

 ここ３年間の申請件数と支出した補助金でござ

います。２０１７年度が１９件の申請をいただきま

して、１，７４６万１，０００円の補助金を支出し

ております。２０１８年度は１４件の申請をいただ

き、８７３万６，０００円支出しております。本年

度につきましては、まだ年度途中でございますので、

現在の数字というふうなことで、申請件数６件をい

ただき、３４７万３，０００円の支出を行う見込み

でございます。 

 ９ページをごらんください。雪害対策費というこ

とで、予算の関係でございます。左側の表をごらん

ください。上の表が雪害対策費とありまして、こち

らが歳出になろうかと思います。表の一番下の段、

合計のところをごらんください。総合計ですけども、

２０１６年度につきましては５億６，８００万円余

り、２０１７年度につきましては４億９，０００万

円足らず、２０１８年度につきましては２億６，６

００万円足らずの経費を支出しておるところです。 

 戻っていただきまして、２段目に除雪委託費とい

う段があろうかと思います。こちらが、業者の皆さ

んに除雪作業の委託をしたことに係る経費でござ

います。こちらについては、２０１６年度が４億６，

０００万円余り、２０１７年度が３億８，１００万

円余り、２０１８年度が１億２，４００万円足らず

というふうなことで、まことに大きな経費を支出さ

せていただいておるところです。下の表が主な財源

というふうなことで、歳入の関係になろうかと思い

ます。また後ほどご清覧ください。 

 右側に、除雪出動日数等を記させていただいてま

す。各地域の除雪出動日数ということで、こちらも

３カ年分を豊岡、城崎、竹野、日高、出石、但東と、

かくかく日数を示しておるところです。 

 一番下の段です。警戒対策本部というふうなこと

で、２０１６年度と２０１７年度に警戒本部が設置

されたというふうなところでございます。 

 最後です。１０ページをごらんください。近年で

最も除雪の経費を要したといいますか、大雪だった

というような２０１６年度の状況について、少し触

れさせていただきます。 

 ２０１６年度につきましては、２度の豪雪が豊岡

市を襲いました。先ほどもありましたように、豊岡

市豪雪災害警戒本部が設置される状況にありまし

た。 

 下の表をごらんください。２０１６年度の除雪の、

左からです。延べの出動日数が４０日となっており

まして、これにかかわっていただきました業者の方

が、こちらも延べなんですが、９８４社ございます。

先ほども申し上げました除雪作業の委託費が４億

６，０００万１，０００円かかっております。 

 右の赤囲みのほうを見ていただきたいんですけ

ども、こちらも全て内数で圧雪処理及び拡幅処理と

いうふうなことで、これについては、ダンプトラッ

クを併用して作業をいたした分です。雪を路上から

排除するための経費でございます。こちらが先ほど

の内数で延べ３０日で、作業にかかっていただいた

業者さんが延べ２０６社というふうなことで、経費

が９，４３３万３，０００円かかっておりまして、

通常の平年のような、平年並みの雪のシーズンには、

ほとんどといいますか、余りかからないような経費
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が、この年については９，４００何がしというふう

な大きな経費がかかったというふうなことが見て

とっていただけるのかなというふうに思っていま

す。このように、この年はフル回転で交通の確保に

努めたところでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 倫久） ありがとうございました。 

 次に、城崎振興局地域振興課、お願いします。 

○城崎振興局地域振興課長（谷垣 一哉） 済みませ

ん。委員の皆様に資料配付はございませんけれども、

雪害対策につきまして、観光地としての対策につい

てでございますけれども、城崎は観光地でございま

すけれども、特に観光に特化した雪害の対策は行っ

ていない状況でございます。 

 城崎振興局からは以上でございます。 

○委員長（上田 倫久） 次に、竹野振興局地域振興

課、お願いします。 

○竹野振興局地域振興課長（福井 正幸） 竹野町独

自での取り組みといいますもろもろは特にござい

ませんので、報告させていただくことは特にござい

ません。以上です。 

○委員長（上田 倫久） 次に、日高振興局地域振興

課、どうぞ。 

○日高振興局地域振興課長（和藤 達也） 雪害対策

に直接関係はないんですが、雪害の予防、準備とい

うことで１点、報告をさせていただきます。 

 日高地域は、冬期間の住民とスキーヤーの安全を

目的といたしまして、冬山遭難、救急体制、火災予

防、除雪体制などを確認し合う「冬山登山遭難防止

並びに除雪等対策会議」を毎年１２月初旬に開催し

ております。参集者は、豊岡南警察、消防日高分署、

日高消防団、日高振興局、神鍋の３つのスキー場、

それから神鍋観光開発協同組合、日高神鍋観光協会

で、主催は日高神鍋観光協会と神鍋観光開発協同組

合の共催でございます。 

 また、いざ豪雪になった場合には、ほかの振興局

同様、豊岡市地域防災計画に基づく日高地域豪雪対

策警戒本部を設置して対応することとしておりま

す。 

 課題といたしましては、幹線道路の除雪が追いつ

かない場合がありまして、立ち往生が生じる場合が

あること。また、屋根の雪おろしなどを行いますの

で、それによりまして、集落内の生活道路の通行支

障が生じるというようなことがあると考えており

ます。以上です。 

○委員長（上田 倫久） 次に、出石振興局地域振興

課。 

○出石振興局地域振興課参事（村上 忠夫） 出石に

つきましては、先ほど建設課からありました道路除

雪計画以外に、いわゆる観光駐車場といいますか、

市営の駐車場が３カ所、それから、まちづくり公社

のほうで運営しています駐車場１カ所で、道路と同

じような基準でもって除雪のほうを計画的に行っ

ているという状況です。 

 課題につきましては、特に城下町エリア、伝建エ

リアの道がかなり狭いというようなことで、村部に

つきましては、田畑のほうへの除雪、排雪が可能な

んですけども、この城下町エリアの排雪場所の確保

というのが今、課題となってございます。 

 出石からは以上です。 

○委員長（上田 倫久） 次に、但東振興局地域振興

課、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（大石 英明） 但東振興

局管内におきましても、独自の対策は講じておりま

せんので、報告させていただきます。以上です。 

○委員長（上田 倫久） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） では、ちょつと何点かお尋ね

したいと思います。まず、２ページで、車道除雪の

明細をいただきましたが、委託で７８社ということ

なんですけども、これ、もし地域別にわかりました

ら教えていただきたいと思います。 

 私から、２点目は、５ページなんですけども、国

県道の除雪については、路線の交換等により効率的

な除雪に努めていきたいとまぁ市道、国道、県道、

交差してる部分があると思うんですけども、そのあ

たりの具体的な内容があれば教えていただきたい。 
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 それから、最後もう１点ですけども、９ページで

すけど、やっぱり気になるのは財源でして、ちょっ

とこの財源を見ると、雪害対策費が一番少ない平成

３０年度、前年度が除雪対応費が一番少ないにもか

かわらず、財源が一番よくて、このあたりの理由と、

それから、今回も１億８，０００万円ほどですか、

ちょっと財源をプラスしてということであったん

ですけども、国からの補助、交付金の、どういうん

ですか、基準点とか、市のほうで市道、豪雪になっ

た場合は国からの補助が出るわけですけども、その

あたりの基準がわかれば、ちょっと教えていただき

たいんですけども、以上。 

○委員長（上田 倫久） よろしいですか。 

 ３点ほど出てますけれども、よろしいですか。 

 井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 会社の数の……。 

○委員（井上 正治） ７８社ある。 

○委員（青山 憲司） 委託、ちゃうちゃう、２０１

９年度の合計のとこで、１４２台、７８社ってある。

この７８社が豊岡地域は何社。 

○委員（伊藤  仁） 豊岡地域。 

○委員（青山 憲司） ごめんなさい。了解、わかり

ました。 

○委員（井上 正治） 入っとる、全部書いてある。 

○委員（青山 憲司） あっ、書いてある。 

○委員（井上 正治） 書いてある。 

○委員（青山 憲司） 左側にちゃんと書いてある。 

○委員長（上田 倫久） 井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 最初のご質問いただき

ました。私、説明の中で右から３列目をごらんくだ

さいというふうなことで、わかりにくかったことか

と思います。まことに申しわけありません。（「い

えいえ」と呼ぶ者あり） 

 それから、左側につきまして、左から順番に豊岡、

城崎、竹野、日高、出石、但東というふうなことで、

台数なり会社の数を示しておるところでございま

す。 

 続きまして、５ページの取り組みの４つ目に、路

線の交換等というふうなことで、具体的にどうやと

いうふうなご質問だったかと思います。申しわけあ

りません。こちらについては、ちょっと今わかりか

ねますので、後ほどご報告させてください。 

 続きまして、９ページの左の下の表、主な財源、

歳入についてというふうなことで、国の交付金が２

０１６年度、２０１７年度、豪雪だったけど、こう

いった額で、２０１８年度は平年並みだったにもか

かわらず、額が大きくて、これはどういうことだと

いうふうな内容だったかと思います。これにつきま

しては、前年から国のほうに要求をしておる中で、

ちょっと推察の部分も入るやもしれませんけど、２

年連続で豪雨があったというふうなことで……（発

言する者あり）豪雪ということが一つと、２０１８

年度につきましては、除雪機械を２台購入しており

まして、その分、多額に当たったんではないかと思

います。 

 あと続きまして、臨時道路除雪事業費補助という

ふうなことで、２０１７年度に３，９００万円が入

っておりますが、これは委員おっしゃったとおりで、

全国的に大きな被害というか、豪雪被害があった年

に緊急的、臨時的に交付されるものだというふうに

伺っております。 

 あと本年度、この１２月の定例会で１億８，９０

０万円の補正をお願いした中で、国の交付基準、国

の補助金の交付基準ですかね、というご質問だった

かと思います。実は、この１億８，９００万円につ

いては、全て一般財源でお願いさせていただいてお

るところでありまして、国の交付金につきましては、

先ほど申し上げましたように、前年度、早くから継

続して何度か要望をしていただく中で、豊岡市の配

分がこういう額になるというふうなことになろう

かと思います。 

○委員長（上田 倫久） 青山議員。 

○委員（青山 憲司） 済みません。名前を名乗らず

に質問して済みません。 

 各地域割りのことにつきましては、申しわけなか

ったです、しっかり資料を見てなくって、済みませ

ん。各地域割りで、これだけの対応をしていただく

事業者さんおられるんですけども、場所によっては、
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例えばこういう公共施設の除雪だけではなくって、

民間の、どういうんですかね、営業されてる、事業

されてるところに行かれる事業者さんもおられる

と思うんですけども、そのあたりでこういった道路

除雪に関して、優先的にその事業者さんが対応でき

るのかどうかっていうのは、ちょっと心配してると

ころなんですけど、どちらかといえば、除雪単価の

高いところを先に優先してということになるんじ

ゃないかと思うんですけども、そのあたりの事業者

さんと、どういうんですか、除雪を依頼されてる事

業者さん、それから、今のこういった道路除雪に関

しての優先順位っていうのがどういうふうに連携

されてるのか、調整されてるのか、そのあたりをち

ょっと教えていただきたいと思います。 

 それから、今の財源の関係なんですけども、国か

ら緊急的に補助が出る場合と出ない場合とあると

いうことの説明なんですけども、幾ら先ほどのよう

に今の待機料の削減を一生懸命努められて、これは

大変ありがたいことだなと思うんですけども、国の

ほうでの補助、交付金の対象になるかならんかって

いう判断は、もう全て国に依存するよりないという

ことなのか、あるいは各地域におって豪雪になった

場合、国に対して補助を求めていく、そういうこと

を決められているのか、そのあたりはいかがでしょ

うか。 

○委員長（上田 倫久） 都市整備部の井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 後の補助の対象の基準

という意味合いで、それは緊急的に交付されること

についての基準なのか、車道除雪なりの、どういい

ますか、どの部分について対象になるのかというか、

意味合いでございますけど、どちらで理解させてい

ただいたらよろしいでしょうか。 

○委員長（上田 倫久） 青山議員。 

○委員（青山 憲司） 豪雪になったときに、今の２

０１７年度に緊急的に補助が出たというふうにあ

ったんですけども、例えば２０１６年度は、それよ

りもたくさん降ったような記憶もあるんですが、こ

のときにはその補助がなくって１７年度に補助が

出ると、そのあたりの判断ですね。これ市のほうか

ら、あるいは県のほうから特別、国のほうに補助の

要請をされたのがためにこういう補助が出たのか

ね、そのあたりの判断基準っていうんですかね、国

からの財政の支援っていうその判断はどういうふ

うにされるのか、されてるのか、その点について。 

○委員長（上田 倫久） 井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 申しわけありません、

明確にこうですということを今持ってございませ

んので、後ほどお知らせさせていただきたいと思い

ます。 

○委員長（上田 倫久） 井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 済みません、失礼しま

した。それと、今お世話になっている業者の皆様が

車道や歩道除雪以外に、例えば大型商業施設の駐車

場でありましたりの除雪等の競合をというふうな

ご質問だったかと思います。現在のところは、車両

の確保を含めまして、何とか市道の除雪がお願いで

きている状況にあるというふうに考えております。

午前４時にスタートいただきまして、おおむね午前

８時までにはほぼほぼ作業を終えていただけてい

るのではないかなというふうに思ってございます。

以上です。 

○委員（青山 憲司） はい、わかりました。 

○委員長（上田 倫久） よろしいですか。 

○委員（青山 憲司） よろしいです。 

○委員長（上田 倫久） ほかにありませんか。 

 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 朝早く業者の人、起きられま

して本当に頑張っておるなというふうに思うんで

すけども、今でもやっぱり道路にはみ出てる状態の

車っていうのは時々ありましてね、苦労されてるん

ですけども、トラブルも起こりやすいんですね。そ

の他は毎年、市のほうから今上がっとりましたよう

に、除雪がしにくくなるんで、そういったようなと

ころには連絡はしてますけども、依然として、やっ

ぱりあるところもあってね。そして、除雪が終わっ

た後、車は出られたけども、そこだけ残ってるとい

う状態もよく見るんです。だから、そういった点で

どうでしょう。よく行政側からは連絡来て、雪が降
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る可能性があるときは道路あけるのが優先ですか

ら、お願いはしてると思うんですけども、最近はど

うでしょう、そういうトラブルが発生してるという

ようなことはありますか。それから、一般的に住民

の方々が、雪が予想される場合は、もうあらかじめ、

やっぱり道路に置かないといいますか、はみ出るよ

うなことがないというような、そういうふうになっ

てるのかなという、どうかというとこら辺ですけど

も、行政がつかんでおられたら、今のマナーという

ふうことですね、こういう状況だとかありましたら。 

○委員長（上田 倫久） 都市整備部、河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） 一応、広報のほう

は一生懸命させていただきまして、駐車しないとか、

それから、道に雪を捨てないでください、屋根の雪

を道におろさないでください、こういったことをお

願いしてまして、そのことは大分周知をしておるん

であるんですけども、やっぱりたまに。 

○委員（奥村 忠俊） やっぱりまだある。 

○都市整備部参事（河本 行正） ぽんとこう、急激

に雪、予想もされてなくて、ぼかっとこう降って、

朝、除雪に行くときにも一生懸命、雪かきされて車、

出そうとされてる方なんかは見受けられます。あと

でまた拡幅時とかに、そういったところでできなか

ったところは、再度１周回った後にトライするとか、

そういうことは指示して、交通の確保は行うように

しております。特段そのことでにっちもさっちもと

いうような状況は、近年、大雪のときでも特にはご

ざいませんでしたけど、そういった状況でございま

す。 

○委員長（上田 倫久） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） それならよろしいんですけど

も、たまたま議員もしているいうことがありまして

ね、関係ないけども、電話があって、沿道もあけて

くれてないとかいうことがあるんです。行くと、明

らかにどうなってるかいうことを見たらわかるん

ですけども、そのときに、それ、あんたが置いとき

なるから、これ、もうこういうこと言いますけどね、

なかなか理解してもらえんところもありまして、け

んかする必要も何もないもんですから、お願いしま

すって帰るんですけども、ほんなら、今おっしゃっ

たように、そういうものがなくなっているというこ

とであれば、これは大変ありがたいなと思います。

まあ、あればまた、しっかり要望していきたいなと

思いますので、お願いしときたいと思います。 

○委員長（上田 倫久） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） いよいよ暖冬といえども、日

高は雪が降ってくるのではないかと期待をしてる

ところでございますけど、除雪の方については、本

当に早朝から大変ご苦労になってるなというふう

な思いを持っております。 

 そこで、二、三点ちょっとお聞きしたいんですけ

ども、まず、除雪に関して、近年は、昨年は少なか

ったですけど、２年前、３年前ですか、には豪雪が

あったというようなこともございますんで、市民か

らの特に苦情の多さというのはどのようなものが

あったかということをちょっとお尋ねしたいのと、

その対応についてどのようにされたかということ

と、それから、もう１点は、除雪機緊急整備事業補

助金が本年度をもってなくなるということになる

わけですけども、実は、これを使っておられずに、

次の買いかえ時を、買いかえ時がといいますか、修

理をするにしても、非常に高額になるということで、

買いかえをしたいというふうなときの場合の対応

を、今後の方向性としてどのようにお考えになって

いるのか。それから、これまでの補助金についての

評価はどのようにされてるのか。ちょっとその辺を

お聞きしたいと思います。 

 それから、もう１点は、共助による区内の市道の

除雪を、区民がそれぞれ輪番制などによって行って

いるわけですけども、やはり非常に時間と手間と、

それから機器類の維持管理費が非常に多く、多額に

かかっているというのが現状です。これは、特に山

間部の地区にお住まいの皆さんは随分感じておら

れると思うんですけども、それに対して、市はどの

ような認識をお持ちなのか、お伺いをしたいと思い

ます。 

 以上、３点をお願いします。 
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○委員長（上田 倫久） ３点出てました。 

 都市整備部、井垣参事、よろしく。 

○建設課参事（井垣 敬司） 苦情についてでござい

ます。苦情については、済みません、補助金につい

てお答えさせていただきます。 

 緊急的な除雪機械の補助金については、８ページ

にお示ししておるところです。２０１７年度から３

カ年というふうなことで、見ていただいたとおりで、

申請件数と補助金額が残減しておるというふうな

状況にありまして、本年度も６件と３５０万円弱と

いうふうな額でございまして、やはり制度がスター

トしたときには興味を持っていただくというか、ご

利用いただいて、だんだん一巡するという言い方が

適切なのかどうかわかりませんけども、そういった

意味では申請件数等が少なくなってきておるとい

うところからも、３年間で一定の役割が果たせたの

ではないかというふうに考えておりますし、以前に

も、この２０１７年度の前年が２０１６年度、１年

あけて、過去４年間にも同様な制度がございました

ので、区民の皆様、コミュニティ組織の皆様に広く

ご利用いただいておるのかなというふうに考えて

おります。 

 それと、除雪を共助でやっていただいて、除雪機

械等はこういった今の補助金等を使ってご購入い

ただいた後の維持管理ですとか燃料代ですとかと

いうふうに、多額な経費がかかっておるんだという

お話をお伺いしました。こちらにつきましては、ど

ういいますか、事情のほうをまた個別にお聞かせい

ただきまして、例えばご無理をお願いしている路線

が市道であるような場合は、今、皆さんに頑張って

いただいてる分を除雪路線に加えていくような検

討もできるのではないかなというふうに考えてお

るところです。 

○委員（井上 正治） それから。 

○副委員長（木谷 敏勝） もう１件ある。 

○委員長（上田 倫久） もう３点ある。 

○都市整備部参事（河本 行正） 済みません。苦情

の多さということなんでございますけども、少ない

雪のときは苦情はございません。ただ、爆発的に降

りまして圧雪状態になったときには、もう通れない

っていう苦情もありますし、それから、早朝より自

分の車を出すために一生懸命あけられて、その後に

除雪車が通ったところに固まりが行くというよう

な苦情も多くなってまいります。雪がふえての苦情

というのは、その２点が非常に多くなってまいりま

す。 

 ただ、件数とか、ちょっと統計とかは特にはとっ

てはございませんけども、そういった状況です。朝、

そういう対応で職員二、三名配置するんですけども、

やっぱり未明ぐらいからそういう電話ががあっと

かかってまいります。以上でございます。 

○委員長（上田 倫久） 井上委員。 

○委員（井上 正治） もう１点お尋ねしたいんです

けども、除雪機緊急整備事業の補助金が本年度で終

了すると、その後、恐らく経年劣化で機械をどうし

ても更新したいとかいうふうな形の中で、もし購入

する場合の補助金制度というのか、例えば臨時的に

そういう場合は何か特別措置を講じるとかという

ふうな方向性とか、そういうものについては、全く

協議はされておりませんか。今後の方向性です。 

○委員長（上田 倫久） 建設課、河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） 一応、今まで３カ

年というのが、大雪を契機としまして、何か市とし

てできることの対策はないかということで、臨時的

に３カ年に区切って整備ということで対応してま

いりました。３カ年にいたしました理由としては、

将来といいますか、その年にいきなり制度を設けて

も、区の予算とかが追いついていかんではないかと

いうことで、余裕を持って３カ年というようなこと

で実施しておりまして、だんだんと前回もそうです

けど、ずっと喉元を過ぎればといいますか、やっぱ

りがっと降ったときには、もうすごいご要望があっ

て、おっとなるんですけども、こういった結果です

ね、その辺は一応、今回も区切りとして見て、また

状況を見ながらということで、検討のほうはしてい

きたいなというふうに思ってます。以上でございま

す。 

○委員長（上田 倫久） 井上委員。 
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○委員（井上 正治） 要するに、１０年以上使うと、

やはりメンテであるとか、それから部分的に、例え

ば装甲のギアが壊れるとか、やっぱりいろんなとこ

ろに不都合が発生してきて、どうしても多額の経費

がかかる。いろんな部品がすぐあればいいわけです

けど、なかなか年数１０年ぐらいたってしまうと、

部品がもうないですよとか、いろいろとそういう、

非常にぐあいが悪い部分というのは多々発生して

るというのが現実ですし、ほんで、やっぱりどうし

ても山間部のほうになると雪の量が多いんで、買う

機械も大型化の機械の購入にしてもなるんで、買う

購入金額はもう高額になるということがあります

ので、その辺も踏まえて、これで決してこの制度が

終わるのではなしに、緊急的にそういう場合、やっ

ぱり柔軟にできるような体制を常に持っておいと

いていただいて、豪雪の降った明くる年であるとか

いうようなことについては、対応できるような体制

はしていただきたいなということを思っておりま

す。これは、要望をしておきますし、それから、こ

れは先ほど言いましたように、区内の市道の歩道で

す。除雪ですけども、特に山間部もやっぱりどこと

も、今、出石さんだとか但東さんだとか、やはり村

中の路地は狭いということが非常に大きなネック

になってると思うんで、結構、時間がかかる、そし

て雪を放る場所がない、同じ除雪機を使っても、雪

を放る場所がないというのが一番大きなネックで

して、それを、余りたくさん降ると持ち出しをしな

いと、もう捨てるとこがないというような形で、非

常に手間をかけながら、特に山間部の方たちは努力

をされてるかな、苦労をされてるかなという思いを

持っておりますので、やはり同じ市道をあけるのに

も、手間のかかる部分というのは多々ありますので、

その辺もしっかりとやっぱりご議論いただいて、何

とか生活道路や、生活道路よりも市道がほとんどで

すので、除雪路線というのは、だから、その辺を踏

まえながら一度しっかりと研究していただいて、い

い方向に考えていただいたらというふうに思って

おります。その辺はちょっと少し、もしお答えがご

ざいましたら、よろしくお願いします。 

○委員長（上田 倫久） 都市整備部参事、河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） もう重々いつもそ

れは感じておりまして、何とかということと、それ

から、予算的なもののはざまで常に我々も前には目

を向けて何とかというところで考えております。た

だ、非常に路線というのが減らないもんですから、

どうしてもこの経費という大きい問題がどかんと

こう前におりますので、創意工夫をしながら進めて

いきたいということの気持ちはございます。 

○委員長（上田 倫久） 井上委員。 

○委員（井上 正治） その辺を十分やっぱり実態を

一度きちっと調査していただいて、やはり年間どの

程度かかってくると一回、実態を調査いただいたら、

やっぱりどの程度かかってるなというのが認識し

ていただけますので、しっかりと実態を見ていただ

いて、何とかいい方向に予算化をしていただいたら

ありがたいと思っておりますので、これはお願いを

いたしたいと思います。 

 それから、ちょっと日高地域の課長にお願いした

いんですけども、私、いつも常々思うのが、どうし

ても観光地を抱えておりますんで、除雪がおくれる

と、これは国道の部分なんで市道とは違うんですけ

ども、どうしても渋滞が発生する。その部分という

のがもう決まってるんですね、やっぱりその渋滞の

箇所というのが。いつも私が常に言うんですけど、

なかなか解決しないのが、そこで１カ所、車がスリ

ップ、クラッシュしてしまうと、そこからずっとや

っぱり渋滞が発生する。その連絡体制というのが何

かいい構築方法ないのかなと、思いはするんです。

特に今は県のほうで、いろんな日高という部分なん

ですけど、栃本から名色に上がる部分の、この約２

キロ弱ぐらいかないう距離がうねってて、あの部分

ですぐ渋滞が発生するんです。そうすると、そこか

らいろんなおくれが生じて、いろんな状況が起きて

くるということがあるんで、その連絡体制的なもの

というのが非常に何かないのかなとは思うんです

けども、これ、どこが見るのかっていうことが非常

に難しい部分があると思うんですけど、一度、県の

ほうとも、県が管轄してますんで、県のほうとも１
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回協議していただいて、その渋滞の発生の状況にお

いて、何か連絡システムというのがないだろうか。

今、携帯っていうのがあるんですけど、なかなか都

会の人というのは、雪が降って、雪国来る前でもノ

ーマルで来る人が結構あるし、もうそういう事態に

なってしまってるんで、どうもあのエリアを何とか

早く解消しないと、あの部分を、除雪体制をしっか

りと対応していかないと、雪が降った場合の渋滞が

解消できないと。そこで毎回、渋滞の発生の原因は

そこなんです。その辺は認識していただいていうか、

何か対応があるのかということを含めて、何かご回

答があれば、よろしくお願いします。 

○委員長（上田 倫久） 日高振興局。 

○日高振興局地域振興課長（和藤 達也） 今のご指

摘をいただきました件につきましては、認識はして

おります。あわせまして、このことにつきましても、

シーズンが始まりますので、また建設課との調整、

さらに委託業者との連絡をとっていきますし、まず、

その連絡方法ということにつきましては、きょう、

私、除雪の担当が来ておりませんので、そのあたり

と再確認もしながら、また議員さんの助言もいただ

きながら対応していきたいと思っております。 

○委員（井上 正治） よろしくお願いします。以上

です。 

○委員長（上田 倫久） ほかにありませんか。 

 はい。 

○委員（芦田 竹彦） いいですか。お聞きしまして、

体制をとられてるということは理解できますとこ

ろになりますけどもということなんですが、よく聞

きますのは、だらだら寒波、３日間がっと雪が降る

というときに、他の県でも渋滞をして、もう身動き

がとれないという状況が起きるわけですね。そのと

きに、さっきの井上議員の、ちょっといつもと同じ

ようになるかもわかりませんけども、その豊岡市で

もまかいきれなくなるような事態が発生した場合

に、他市との、県もそうなんですけども、他市との

協定みたいな、雪が南のほう、養父市とか朝来市は

ちょっと少なかったとしたら、そういう豊岡市に応

援体制を要請するようなことにできないかなとい

う思いがあるわけです。他市も大変だということも

あるかもわかりませんけども、そういった要請とい

うのは、今までのケースの中であったんでしょうか。

ちょっとそこをお伺いしたい。 

○委員長（上田 倫久） はい、河本部長。 

○都市整備部参事（河本 行正） 広域的な連携をと

いうことで、一度、福井のああいう８号線の渋滞と

いいますか、もう閉じ込められたというふうな状況

を見ながら思ったんですけども、まず、応援という

のが、機械がないと除雪等の応援ができませんので、

そういった場合を考えますと、先ほど井垣参事のほ

うから説明しましたが、豊岡市のほう、いろんな市

域が大変広うございます。雪の降り方も一定ではご

ざいませんので、まずはこちらのほうの、市内部の

ほうで融通をつけながらということで対応できる

のではないかというふうに考えております。実際、

ことしの雪は平地部がそんなになかったんですけ

ども、去年、沿岸部でかなり降りまして、おっしゃ

いますように、だらだらといいますか、非常に低温

の状況が続きまして、雪が解けないと。ふだん、沿

岸部でしたら海水温の影響で、かなり早く降っても

解けるんですけども、解けないというような状況の

中で大雪になりました。そのときも市内のほうから

の応援とか、こちらが直営部隊のほうを出したりと

かして対応はいたしまして、現在のところは広域的

なそういう市外の連携ではなくて、市内のほうで業

者さんも含めて対応をやっていこうと、異常時にな

ったらそういう体制をとるということにしており

ます。以上です。 

○委員（芦田 竹彦） わかりました。よろしいです

か。はい。理解できました。市内で対応していって、

それ以上超えたら、また要請することもあるかもわ

からへんということで理解したらええですかね。 

 それが一つと、豪雪になった場合によく聞くのは、

民家です。道路のほうの体制はよくわかりましたけ

ども、家屋で高齢世帯のところがよく聞くのは、雪

おろしである事故が起きるとか腰の骨を折ったと

か、そういった豪雪によるトラブルがあるというこ

となんですが、家屋体制なんかは、行政は自分のお
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うちのことですからということなんですが、よく降

った場合に、屋根の雪おろしの体制を、ボランティ

アで来られる方があった場合に、これは地域からも

そうなんですけども、市はどういう窓口なんかを設

置して、どこどこにということで、各振興局のほう

からもそういう意見があるやもわかりませんけど

も、そういった体制というのは、連絡体制がちょっ

と聞いときたいなと思って、ちょっと質問させてい

ただきました。言ってる意味わかりますかね。 

○委員長（上田 倫久） 都市整備部、河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） 先ほどありました

市内の除雪のその上をいった体制をいったときと

いうことで、理解してよろしいでしょうか。 

○委員（芦田 竹彦） はい。 

○都市整備部参事（河本 行正） その段階になりま

すと、ちょっと取り決めとかは特にはしておりませ

んけども、自衛隊とかそういった要請にもなってく

るんじゃないかなというふうに思います。 

 それから、あと広域的といいますか、国や県にも

ご支援を受ければ、まあまあ、そちらのほうが近い

ところが先かなというふうに思います。 

 私からは以上です。 

○委員長（上田 倫久） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 私のほうからは、家屋の

雪おろし、特に高齢者の方につきましては、高年介

護課のほうが対応しております。平成３０年２月の

防災行政無線放送でも、豪雪時における要援護者世

帯の雪おろし援助制度というようなことのＰＲを

１日１回とかペースでさせていただいております。

自力で屋根の雪おろしが困難な高齢者の方だった

り、障害者の方だったり、母子の世帯のうち、市民

税が非課税の世帯の方が、建設業者さんなんかに依

頼をして雪おろしをされた場合に、その費用の２分

の１を、１回３万円を限度として助成するというよ

うなことですが、今ご説明した内容は昨年の２月の

時点の内容ですので、今年度の条件がどうなってい

るかというのは、手元にないので、わからないんで

すが、こういったようなものを防災行政無線とかメ

ールなんかを使って周知をさせていただいており

ます。実績等はちょっとわかってはおりません。

（発言する者あり） 

 それから、今年につきましても、今言いましたよ

うな対象があり、条件がございまして、そういった

方々に対して雪おろしの費用ということで、１回の

雪おろし費用の２分の１、３万円を限度にというこ

とで、年度内１世帯当たり３回までということで、

一応、広報にも載せていますし、チラシも配布させ

ていただいているというのが、高年介護課のほうの

取り組みでございます。以上でございます。 

○委員長（上田 倫久） ありがとうございました。 

 どうぞ、伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） まず、除雪。（発言する者あ

り） 

○委員長（上田 倫久） はい。どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） よろしいですか。除雪待機に

ついてお尋ねをしたいんですけれども、ウェザーニ

ューズですか、との契約で大きな金額が出ておりま

す。ほんで、大きな効果が出てるというように思う

んですけれども、これの待機料の削減のケース、待

機料の計算方法、なぜこういう７，４００万円にな

ったのかね、お聞きしたいのと、ウェザーニューズ

ですか、との契約で、これだけの効果が出てるんで

すけど、ウェザーニューズとはどういう契約になっ

ているのかということを教えてください。 

 それと、あと補助金で除雪機を購入されているわ

けですけれども、トータルしますと４９件、４９機

というのかわかりませんけれども、どのようなタイ

プ、飛ばすやつなのか、ホイルローダーなのか、そ

のあたりの状況を教えてください。 

○事務局主査（伊藤八千代） ３９件だと思います。 

○委員（伊藤  仁） ３９件か、ごめんなさい、３

９機。 

○委員長（上田 倫久） 建設課、井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 待機料の積算なんです

けども、除雪の機械を運転していただく方と、通常

は助手の方。 

○委員（伊藤  仁） ２人で。 

○建設課参事（井垣 敬司） はい、を想定しており
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ます。ただ、業者さんの人員の都合で、助手の方が

確保できないというようなこともございますので、

必ず助手の方をということではないというふうな

ことがまず一つで、その運転手の方と助手の方があ

の、先ほど申し上げました１０時から４時までの、

どういいますか、賃金といいますか、日当といいま

すか、その分を１回当たり計上しておるというふう

なことでございます。 

 待機料の削減額というふうなことで大きな額を

申し上げたんですけども、どういいますか、全市で

一斉に全ての業者の方に待機いただくと、１回当た

り約９００万円の経費がかかります。先ほどはエリ

ア平均で１２．２回とか３．４回とかいうふうなこ

とで。 

○委員（伊藤  仁） 待機の平均で。 

○建設課参事（井垣 敬司） はい。ただ、偏りとい

いますか、どういったらいいんでしょう、日高の西

部ですとか、但東地域とかがこう数が多くなってき

ます。逆に、この豊岡の市街地なんか、一度待機が

かかると、ざっとですけども、１回で３６０万円程

度になるんですが、この豊岡の市街については、待

機になる頻度も少ないというふうなことで、単純に

は言えないんですけども、どういいますか、例えば

２０１７年度でしたら、２１回からエリア平均の１

２．２回を引き算して、それに９００万円を掛ける

というふうな、あくまでも暫定というかなんで、そ

れをしましても、きっちり７，４００万円という額

には、申しわけありません、ならないんですが、エ

リアごとの回数と、この間、削減できたよねってい

う地域ごとの回数を掛け合わせて、このような額を

導き出させていただいたというふうなところです。 

 あと、除雪機のタイプのお話があったかと思いま

す。ウェザーニューズ社との契約なんですけども、

先ほど申し上げました１２月１日から翌年の３月

３１日までですね。この間に、これも先ほど申し上

げました、午後４時と午後９時にメールを送信して

いただくというふうな内容の契約を締結させてい

ただいておりまして、かかります経費が、９ページ

をごらんいただきたいんですけども、上から３段目

になるんでしょうか、除雪対策支援業務ということ

で５２０万円弱。済みません、９ページの左上の表

をごらんいただけますか。 

○都市整備部参事（河本 行正） 上から３段目。 

○委員（芦田 竹彦） ５１８万円か。 

○委員（青山 憲司） 除雪対策支援業務。 

○委員（伊藤  仁） これ２段目か、２段目か。 

○委員（奥村 忠俊） 支援業務。 

○建設課参事（井垣 敬司） そうです。 

○委員（伊藤  仁） これがそういうことですか。 

○建設課参事（井垣 敬司） という内容でございま

す。除雪の機械につきましては、どういいますか、

ほとんどがハンドガイド式のロータリー式、雪を吐

き出させるタイプでございます。 

○委員（伊藤  仁） まぁよろしいです。 

○委員長（上田 倫久） 本庁・振興局の雪害対策に

つきましては、この程度にしておきたいと思います。 

 次に、平成３０年７月豪雨、台風２４号の災害復

旧工事進捗状況についてを議題とします。 

 次第書の順に進めます。一括して説明を受け、そ

の後、質問を受けたいと思います。 

 当局の説明を求めます。 

 コウノトリ共生部農林水産課。 

○農林水産課参事（川端 啓介） 資料はＡ４、１枚

で、右肩に防災対策調査特別委員会資料で、コウノ

トリ共生部農林水産課と打っているものをごらん

ください。平成３０年７月豪雨、台風２４号の農林

水産課所管の災害復旧工事の進捗状況について報

告をさせていただきます。資料に沿って説明をさせ

ていただきます。 

 まず、農地災害復旧事業につきましては、７月豪

雨、台風２４号につきまして、それぞれ１６カ所、

２カ所とあり、合計１８カ所ありましたが、全て完

成をしております。 

 続きまして、その下の段、農業用施設災害復旧事

業、水路とか道路とか、井堰とかというような被害

についてです。こちらにつきましては、７月豪雨が

箇所としては１４カ所ございましたが、２カ所、工

事中でございます。台風２４号の２カ所については
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完成をしております。よって、１６カ所中１４カ所

完成して、２カ所が工事中ということになっており

ます。 

 続きまして、その下の段、林道施設災害復旧事業

につきましては２カ所ございましたが、２カ所とも

完成しております。 

 その下の段、県単独災害復旧補助治山事業につき

まして５カ所、被害を受けておりましたが、こちら

も５カ所完成をしております。 

 なお、ただいまの報告は、１２月１０日現在の復

旧状況でございます。 

 加えて２件、農業用施設災害復旧事業が現在工事

中という報告をいたしました。こちらは、河川の関

連する工事箇所でございまして、井堰の復旧であり

ますとか河川内の堤外水路の復旧ということで、河

川の出水期が終えたこの１１月から着工し始めて

現在工事中ということです。こちらにつきましても、

年度内で完成する予定で現在進捗中でございます。 

 農林水産課からは以上でございます。 

○委員長（上田 倫久） わかりました。 

 次に、都市整備部建設課、井垣参事。 

○建設課参事（井垣 敬司） 建設課からお配りしま

した、右肩に建設課、令和元年１２月２０日という

ふうに記しております資料をごらんいただきたい

と思います。平成３０年７月豪雨、台風２４号の災

害復旧工事の進捗状況についてでございます。 

 被災しました河川や道路など公共土木施設のう

ち、国庫負担の対象となります９９カ所につきまし

ては、１２月１０日現在で６２カ所が完成してござ

います。進捗率に直しますと６３％ということでご

ざいます。残りの３７カ所につきましても、一日も

早い完成を目指しているところです。 

 その下でございます。緊急小規模急傾斜地崩壊対

策事業です。民家の裏山が崩れました小規模急傾斜

の土砂災害４カ所の復旧工事については、全て発注

を終えておりまして、１カ所が完成しておるところ

です。残りの３カ所につきましても、年度内に完成

をいただく予定でございます。以上です。 

○委員長（上田 倫久） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） それでは、ないようですの

で、平成３０年７月豪雨、台風２４号の災害復旧工

事進捗状況については、この程度でとどめておきた

いと思います。 

 以上で当局側に説明を願う協議・報告事項は終了

しました。 

 この際、当局の皆さんから特に発言はありません

か。なし。よろしいか。 

 以上で当局職員の方は退席していただいて結構

です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩いたします。休憩は５分、４５分まで。 

午前１０時４０分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４８分再開 

○委員長（上田 倫久） なら、おそろいですので、

休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、その他ですが、委員の皆さん、きょうはこ

の管外研修の日にちと管外研修の場所について、ち

ょっと事務局のほうからお願いします。 

○事務局主査（伊藤八千代） 失礼します。毎年７月

に管外研修のほうを特別委員会は開催しておりま

して、まだ先の話なんですけども、７月、豊岡病院

議会のほうも入ってきますので、早目にちょっと日

程だけでも本日決めたいなと思いまして、お手元の

ほうに２０２０年７月のカレンダーのほうをお配

りしておると思いますので、ちょっと確認していた

だけますでしょうか。 

 こちらのほうの希望としましては、７月の第２週、

７、８、９、火、水、木、もしくは翌週の１４、１

５、１６あたりで予定をしてみたらどうかなという

ふうに考えております。 

○委員（伊藤  仁） ちなみに今、豊岡病院はどう

なっている？ 

○事務局主査（伊藤八千代） 豊岡病院のほうは、ま

だちょっと日程が決まっていないということです

ので……。 

○委員（伊藤  仁） 決まっていない。ああ、そう。 
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○事務局主査（伊藤八千代） ほかの特別委員会の絡

みもあったり、バスで行くということが前提ですの

で、早目にちょっとバスを押さえたいなというふう

に思っておりますので。 

○委員長（上田 倫久） ７、８、９。 

○委員（伊藤  仁） 今のところ、それは７月全然

予定入ってませんので、お任せしますけど、委員長。 

○副委員長（木谷 敏勝） 委員長。 

○委員長（上田 倫久） どうぞ、伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 日程調整につきましては、委

員長、副委員長のほうで、私はあいてますので、お

任せします。 

○委員長（上田 倫久） 副委員長は。 

○委員長（上田 倫久） はい、副委員長。 

○副委員長（木谷 敏勝） そんなら、第１希望って

なってるんで、それのほうがええわけでしょう、事

務局としては、その７、８、９で。 

○委員長（上田 倫久） ７、８、９。 

○副委員長（木谷 敏勝） ７、８、９のうちの２日、

それはちょっとこっちに任せてもらわな。 

○委員（井上 正治） はい。お任せしますよ。 

○副委員長（木谷 敏勝） だから、７、８、９の第

１希望で日程は押さえさせていただくということ

で、そのうちの２日ということでよろしくお願いし

ます。 

○委員長（上田 倫久） なら、決まりました。 

あとは。 

○事務局主査（伊藤八千代） そしたら、日程のほう

は第１希望の７、８、９の３日間でということで、

あと、行き先とかは先方の受け入れの関係もありま

すので、それであわせて調整をさせていただきたい

と思います。それで、きょう急にどこに行くという

のはなかなか決められないと思いますので、本日、

参考までに、過去４年間、どこに行ったというよう

な実績をお配りしておりますので、ちょっと見てい

ただきまして、次回の会議までには行き先というの

を決めたいなと思いますので、ご意見がありました

らよろしくお願いします。 

○委員長（上田 倫久） どこか行きたいところが。 

○副委員長（木谷 敏勝） どっか行きたいところは。 

それから、何か研究したいところは。 

○委員長（上田 倫久） 去年は京都と広島行ってま

す。その前の年は福井県勝山市とあわら、その前の

年は滋賀県の大津（「和歌山行ってるんだ」と呼ぶ

者あり）京都府南丹市。 

○委員（伊藤  仁） 和歌山も酷かったよね。 

○委員長（上田 倫久） その前が徳島県三好市と県

土なんですが、行きたいところはありませんか。 

○委員（青山 憲司） その時期だと落ち着いている

かもしれませんが、青山です。 

○委員長（上田 倫久） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ことしの台風で大分大きな被

害を受けられた長野あたりで、河川の状態がどうだ

ったのか。（発言する者あり） 

 ちょっと被災地に見に行くっていうのは、なかな

か。 

○副委員長（木谷 敏勝） キロ数が超えちゃう、４

００キロ。 

○委員（青山 憲司） 気を使うとは思いますけども。 

○委員長（上田 倫久） 距離。 

○副委員長（木谷 敏勝） 距離が４００キロ超えち

ゃうんだよな。 

○委員（青山 憲司） 距離数は関係ありません。 

○副委員長（木谷 敏勝）市のバスが使えない。 

○委員（伊藤  仁） 長野市。 

○委員長（上田 倫久） 前は大津にいった。 

津波。 

○委員（奥村 忠俊） これ、去年はあれですか、広

島に行かれてますけども、まぁ何年か前に広島ね。 

○事務局主査（伊藤八千代） そうです。昨年は、浅

田委員長の強い要望で、本当は真備町に行きたかっ

たんですけども……。 

○委員（井上 正治） 真備町がまだ。 

○事務局主査（伊藤八千代） ちょっと余り災害の直

後だったので、行くと逆に受け入れが難しいかなと

いうことで、平成２６年のときの広島のほうに行か

せていただきました。（発言する者あり）はい 。 

○委員長（上田 倫久） ちょっと暫時休憩とって、
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ちょっと意見を聞いて。 

午前１０時５３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５８分再開 

○委員長（上田 倫久） なら、委員会を再開いたし

ます。 

 今、たくさん出てましたけれども、あえて何かあ

りましたら。 

 どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 行き先につきましても、委員

長、副委員長に汗をかいていただいて、提案してい

ただけたらなというふうに思っております。以上で

す。 

○委員長（上田 倫久） わかりました。 

 よろしいか。 

○委員（奥村 忠俊） 強く委員長に一任しますので、

よろしくお願いします。 

○委員長（上田 倫久） そういうご意見が出てます。

正副委員長のほうで意見を、場所等を決めるという

ことでございますので、委員長、副委員長のほうで

決めさせていただいてよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） では、またお諮りすると思

いますけれども、日にちは決まりました。場所につ

きましても、今、案が出てますので、それを参考に

しまして場所を決めていきたいと思っております。 

 ほかに何かありましたらお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） では、防災対策調査特別委

員会を、これにて閉会いたします。ご苦労さまでし

た。 

午前１１時００分閉会 

──────────────────── 

 


